
No.236

市内の高校生による「議会だより」の題字書写リレー
今号は鹿沼東高等学校 2年の大賀祐奈さんが揮ごうしました。

2025年
８月25日
発　行

タイトル「芭蕉像」
撮影者 :鹿沼高等学校３年
　　　　金谷真由子さん
撮影場所：JR鹿沼駅前

定例会に提出された議案の、
常任委員会での審査の模様を
お知らせします。

市政一般質問
市政のそこが聞きたい!!

議員全員で取り組む

令和7年第2回定例会及び第3回臨時会の内容と、直近の鹿沼市議会の活動についてお伝えします。

連載新企画

常任委員会
審査報告

議会改革進行中

６月定例会と
７月臨時会の
結果について



◉ 本会議、市政一般質問はどなたでも、議場での傍聴ができます。ぜひ傍聴にお越しください。

市　政　の　そ　こ　が　聞　き　た　い  !!

一 般 質 問
市政一般質問と議案質疑は、議員が市の施策の状況や方針などについて、質問を
行うほか、報告や説明を求めるものです。６月定例会では、15人の議員が一般
 質問や議案質疑を行い、３日間にわたり活発な議論を展開しました。

■一般質問の「ＱＲコード」を読み取ると、
その議員の一般質問の動画（YouTube）を視聴できます。

　
地
元
の
各
事
業
所
は
、
鹿
沼
の
雇
用

と
経
済
を
生
み
地
域
社
会
の
担
い
手
と

し
て
重
要
な
役
割
。
し
か
し
、
人
口
減

少
に
伴
う
内
需
の
縮
小
、
物
価
高
騰
な

ど
、
経
営
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
。
地

元
の
賑
わ
い
を
支
え
る
小
規
模
事
業
所

の
振
興
に
向
け
支
援
策
を
強
化
す
べ
き
。

　
鹿
沼
市
中
小
企
業
及
び
小
規
模
企
業

の
振
興
に
関
す
る
条
例
は
、
中
小
企
業
及

び
小
規
模
企
業
の
振
興
に
つ
い
て
、
そ
の

基
本
理
念
及
び
基
本
方
針
な
ど
を
定
め

る
も
の
で
、
そ
の
基
本
方
針
の一つ
に
「
中

小
企
業
者
等
の
資
金
調
達
の
円
滑
化
」

を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
具
体
策
と
し
て
市

制
度
融
資
が
あ
り
ま
す
。市
制
度
融
資
は
、

中
小
企
業
が
民
間
金
融
機
関
か
ら
借
入

れ
る
通
常
の
融
資
よ
り
も
低
利
で
資
金
の

借
入
れ
が
で
き
る
場
合
が
多
く
、
企
業

が
栃
木
県
信
用
保
証
協
会
に
支
払
う
保

証
料
を
、
市
が
補
助
金
と
し
て
負
担
す

る
な
ど
、
中
小
企
業
等
の
資
金
繰
り
の
支

援
策
の一つ
と
し
て
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
融
資
の
条
件
等
に
つ
い
て
は
、
融
資

を
行
う
側
の
市
内
金
融
機
関
や
、
融
資

を
利
用
す
る
側
の
事
業
者
の
支
援
団
体
で

あ
る
鹿
沼
商
工
会
議
所
、
粟
野
商
工
会

な
ど
で
構
成
さ
れ
る
、
鹿
沼
市
中
小
企

業
融
資
振
興
会
で
意
見
交
換
を
行
い
、

そ
の
時
の
経
済
状
況
や
周
辺
自
治
体
の
動

向
な
ど
を
踏
ま
え
、
市
内
中
小
企
業
者

が
利
用
し
や
す
い
も
の
に
な
る
よ
う
随
時

内
容
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
、
ア
メ
リ
カ
の
関
税
措
置
が
発

動
さ
れ
、
緊
急
の
融
資
振
興
会
を
４
月

10
日
に
開
催
し
、
現
在
は
、
国
の
交
渉
状

況
を
注
視
し
つ
つ
、
利
用
者
に
寄
り
添
っ

た
支
援
策
の
強
化
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

鹿沼市の地域経済について
阿部 秀実 議員

中小企業者が利用しやすいものになるよう随時内容の見直しを行っています。答弁
問答

　
鹿
沼
市
に
お
け
る
働
き
手
不
足
の
現
状

と
、
市
の
支
援
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
鹿
沼
公
共
職
業
安
定
所
に
よ
る
本
年

３
月
時
点
の
本
市
の
状
況
は
、
求
人
数
、

１
千
６７７
名
に
対
し
、
求
職
者
数
は
１
千
４０４

名
、
有
効
求
人
倍
率
は
１・19
倍
で
あ
り
、

栃
木
県
や
全
国
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
い
わ
ゆ

る
「
売
り
手
市
場
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
企
業
及
び
求
職
者
へ
の
支
援

と
し
て
、
鹿
沼
公
共
職
業
安
定
所
等
と

連
携
し
、「
鹿
沼
市
雇
用
・
移
住
・
定
住

促
進
協
議
会
」
を
組
織
し
、
市
内
事
業

所
の
雇
用
の
促
進
と
移
住
・
定
住
の
拡

大
を
官
民
協
働
に
よ
り
推
進
し
て
い
ま

す
。
本
市
の
事
業
と
し
て
は
、
今
年
度
よ

り
、
新
卒
者
を
対
象
と
し
た
就
職
祝
金

交
付
事
業
や
、
奨
学
金
返
還
支
援
補
助

金
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
他
に

も
、
特
定
技
能
外
国
人
等
の
受
入
れ
支

援
を
継
続
す
る
と
共
に
、
働
く
意
欲
の
あ

る
女
性
や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
相
談

会
や
面
接
会
の
開
催
、
さ
ら
に
、
鹿
沼

市
勤
労
者
福
祉
共
済
会
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー

か
ぬ
ま
」
に
よ
る
福
利
厚
生
の
充
実
事
業

や
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
加
入

促
進
補
助
金
の
交
付
、
働
き
方
改
革
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
等
を
通
し
た
「
職
場
環
境

の
改
善
」
の
支
援
等
を
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
や
生

産
性
向
上
の
推
進
に
取
り
組
む
中
小
事

業
者
に
対
し
て
も
、
補
助
金
の
交
付
を
行

い
、
省
力
化
へ
の
支
援
も
推
進
し
て
い
ま

す
。

鹿沼市における働き手不足の状況と、
その対応について

市内事業所の雇用の促進と移住・定住の拡大を官民協働により推進しています。　　答弁
問答

経
済
部
長

経
済
部
長

その他の質問事項   ○議案第 42号・第 43号　物品購入契約の締結　○国民健康保険税　○ヤングケアラー　○第８次総合計画令和７年度実施計画

その他の質問事項   ○鹿沼市職員の採用

2025年 236号　    　　　　　（２）

（YouTube）

（YouTube）

鹿妻 武洋 議員



◉ 本会議、市政一般質問はどなたでも、議場での傍聴ができます。ぜひ傍聴にお越しください。

　
鹿
沼
秋
ま
つ
り
や
彫
刻
屋
台
を
市
内
外

へ
も
っ
と
多
く
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
と
思
う
が
、

市
の
方
針
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
る
「
鹿
沼
今
宮
神
社
祭
の
屋
台
行

事
」を
中
心
と
し
た「
鹿
沼
秋
ま
つ
り
」と
、

そ
の
祭
り
の
主
役
で
あ
り
、
鹿
沼
の
伝
統

文
化
の
象
徴
で
も
あ
る
絢
爛
豪
華
な
27
台

の
「
彫
刻
屋
台
」
は
、
本
市
の
観
光
に
お

い
て
最
大
の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
す
。
祭
り
当

日
に
向
け
て
は
、
鹿
沼
秋
ま
つ
り
実
行
委

員
会
を
中
心
に
、
本
市
や
鹿
沼
市
観
光

協
会
と
の
協
働
に
よ
り
、
主
に
市
外
を
中

心
に
さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
市
長
自
ら
も
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行

う
な
ど
誘
客
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

公
共
交
通
機
関
に
よ
る
来
訪
を
積
極
的

に
周
知
し
て
お
り
、
鉄
道
各
社
に
お
い
て

も
、
臨
時
列
車
の
運
行
や
ツ
ア
ー
の
開
催

な
ど
、
様
々
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
祭
り
の
日
以
外
で
も
、
４
か
所
あ

る
彫
刻
屋
台
の
展
示
施
設
で
は
、
彫
刻

屋
台
を
間
近
に
観
覧
で
き
、
祭
り
文
化
の

紹
介
と
合
わ
せ
て
観
光
客
に
大
変
ご
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
本
市
最
大
の
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
「
鹿
沼
秋
ま
つ
り
」
を
、
祭
り
当
日
だ

け
で
は
な
く
、
年
間
を
通
し
た
日
常
観
光

に
結
び
つ
け
る
べ
く
、
積
極
的
な
情
報
発

信
に
よ
り
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

鹿沼市のＰＲについて
宇賀神 敏 議員

積極的な情報発信によりＰＲをしていきたいと考えています。答弁
問答

　
鹿
沼
市一般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
埋

立
寿
命
、
跡
地
利
用
、
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
第
１
期
埋
立
地
の
埋
立
寿
命
は
、
当

初
計
画
で
は
平
成
19
年
ま
で
の
予
定
で
し

た
が
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力

の
結
果
、
ご
み
の
排
出
量
減
少
等
に
よ
り

寿
命
が
伸
び
、
令
和
６
年
度
末
時
点
で

ほ
ぼ
寿
命
を
迎
え
て
い
ま
す
。
第
２
期
埋

立
地
の
埋
立
寿
命
は
、
令
和
17
年
ま
で
の

見
込
み
で
す
。
第
１
期
埋
立
地
整
備
時
の

構
想
で
は
、
埋
立
完
了
後
の
跡
地
は
、
総

合
公
園
や
運
動
場
を
整
備
す
る
計
画
で
し

た
が
、
当
時
か
ら
30
年
以
上
経
過
し
て
い

ま
す
の
で
、
再
度
、
住
民
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
適
切
な
跡
地
利
用
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
処
理
施
設
南

側
の
土
地
は
、
第
２
期
埋
立
地
整
備
工

事
に
お
い
て
、
お
よ
そ
半
分
の
土
地
を
使

用
し
て
調
整
槽
を
設
置
し
て
お
り
、
残
り

の
土
地
に
つ
い
て
は
、
災
害
が
発
生
し
た

際
の
仮
置
き
場
や
、
覆
土
の
保
管
場
所
と

し
て
活
用
す
る
予
定
で
、
全
域
が
埋
立

完
了
し
て
か
ら
整
備
を
行
い
、
活
用
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現

施
設
の
埋
立
完
了
後
の
新
た
な
最
終
処

分
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
土
地

を
確
保
し
、
従
来
ど
お
り
の
最
終
処
分

場
の
設
置
を
検
討
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

将
来
の
技
術
動
向
を
見
据
え
、
焼
却
灰

の
再
資
源
化
や
、
灰
の
排
出
量
が
少
な
い

焼
却
施
設
の
設
置
な
ど
、
次
期
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
お
け
る
焼
却
施
設
の

あ
り
方
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

鹿沼市一般廃棄物最終処分場
（鹿沼フェニックス）について

舘野 裕昭 議員

焼却施設のあり方を踏まえ、検討していきたいと考えています。　　答弁
問答

環
境
部
長

経
済
部
長

その他の質問事項   ○鹿沼市の水田農業　○鹿沼市制度融資

　
昨
年
12
月
に
改
定
さ
れ
た
避
難
所
の

取
組
指
針
で
、
ス
フィ
ア
基
準
が
明
記
さ

れ
た
が
、
鹿
沼
市
で
の
現
在
の
避
難
所
で

の
ト
イ
レ
の
基
準
は
い
く
つ
に
な
っ
て
い

る
の
か
、
ま
た
基
準
に
基
づ
く
「
ト
イ
レ

を
20
人
に
１
基
」
と
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
見
解
を
伺
う
。

　
内
閣
府
が
「
避
難
生
活
に
お
け
る
良

好
な
生
活
環
境
の
確
保
に
向
け
た
取
組

指
針
」
を
改
定
し
ま
し
た
。
こ
の
改
定
指

針
に
、
ス
フィ
ア
基
準
が
明
記
さ
れ
ま
し

た
。
ス
フ
ィ
ア
基
準
と
は
、「
災
害
や
紛

争
の
被
災
者
が
尊
厳
あ
る
生
活
を
営
む

た
め
の
人
道
支
援
活
動
に
お
け
る
最
低
基

準
」
の
こ
と
で
す
。
取
組
指
針
に
お
け
る

ト
イ
レ
の
基
準
は
、
ス
フィ
ア
基
準
に
沿
っ

て
、
発
災
初
期
は
50
人
に
１
基
、
中
期
は

20
人
に
１
基
、
女
性
用
と
男
性
用
の
割

合
は
３
対
１
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し

た
が
、
本
市
に
お
い
て
は
、
避
難
所
と
し

て
の
ト
イ
レ
の
基
準
を
、
具
体
的
に
定
め

て
い
ま
せ
ん
。
避
難
者
の
健
康
や
生
活
環

境
を
維
持
し
、
災
害
関
連
死
な
ど
を
予

防
す
る
た
め
、
避
難
所
に
お
け
る
ト
イ
レ

の
確
保
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
避
難
所
と
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
ティ
セ
ン
タ
ー
や
学
校
体
育
館
な
ど

に
、
常
設
ト
イ
レ
を
増
設
す
る
こ
と
は
、

設
置
場
所
や
費
用
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、

簡
易
ト
イ
レ
の
備
蓄
や
仮
設
ト
イ
レ
の
設

置
な
ど
も
含
め
、
ス
フィ
ア
基
準
や
内
閣

府
の
取
組
指
針
を
目
標
指
針
と
す
る
よ

う
、今
年
度
、本
市
の
避
難
所
運
営
マ
ニュ

ア
ル
を
改
定
し
、
諸
課
題
の
解
決
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

避難所の環境改善について
本市の「避難所運営マニュアル」を改定し、諸課題の解決に対応していきます。　　答弁

問答
危
機
管
理
監

その他の質問事項   ○公用車の利用状況　○EV（電気自動車）及び充電器の普及促進　○表彰制度

(３) 　　　　　　　2025年236号　    　　　　　

（YouTube）

（YouTube）

（YouTube）

梶原　隆 議員



その他の質問事項   ○工事によって起こる道路の路面の凹凸　○農業全般における様々な変化や課題　○職員採用試験の自己アピール採用の廃止

問
調
査
結
果
か
ら
、
若
い
世
代
の
多
く
の

皆
さ
ん
が
日
頃
か
ら
不
安
を
感
じ
、
自

分
の
将
来
を
心
配
し
て
い
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
ま
す
が
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な

分
析
や
評
価
を
し
て
い
る
か
、
さ
ら
に
今

後
の
方
針
や
対
応
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
・
若
者
調
査
に
つ
い
て
は
、
こ

ど
も
や
若
者
を
取
り
巻
く
現
状
や
課
題

等
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
意
識
を
客

観
的
に
把
握
す
る
た
め
、
市
内
在
住
の

無
作
為
に
抽
出
し
た
15
歳
以
上
40
歳
未

満
の
こ
ど
も
が
い
な
い
若
者
を
対
象
と
し

て
、
令
和
6
年
2
月
か
ら
3
月
に
か
け
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査
の
結
果
、「
自

身
の
思
い
や
気
持
ち
」
の
設
問
で
、「
不

安
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
」
に
対
し
、「
と

て
も
思
う
」、「
思
う
」
と
回
答
し
た
人
の

割
合
は
、
合
わ
せ
て
77
・
3
％
と
な
っ
て

い
る
な
ど
、
こ
ど
も
や
若
者
が
将
来
に
対

し
て
不
安
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
た

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
景
気
の
悪
化
・
停

滞
に
よ
る
経
済
的
な
不
安
定
性
や
、
少
子

高
齢
化
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
な
ど

社
会
的
不
安
感
、
進
学
や
就
職
な
ど
将

来
に
対
す
る
不
確
実
性
等
が
背
景
に
あ

る
こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
調
査
結
果
や
分
析
等
を
踏
ま
え
、

今
後
も
「
若
者
の
将
来
の
希
望
を
叶
え
る

取
組
」
を
施
策
の
方
向
性
の一つ
と
し
て

掲
げ
、
若
者
の
不
安
や
心
配
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、本
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る「
笑

顔
で
キ
ラ
リ
輝
く
『
い
ち
ご
っ
こ
鹿
沼
』

が
健
や
か
に
育
つ
ま
ち
か
ぬ
ま
」
の
実
現

に
向
け
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

「鹿沼市こども計画」における、
こどもや若者へのアンケート調査結果について

若者の不安や心配に寄り添いながら、各種施策に取り組んでいきます。答弁
問答

　
学
校
再
編
計
画
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

学
校
跡
地
の
利
活
用
の
考
え
及
び
地
元

説
明
や
跡
地
利
用
検
討
会
の
設
置
な
ど

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
閉
校
予
定

校
が
多
く
、
閉
校
決
定
と
同
時
に
、
利

活
用
の
検
討
も
同
時
に
進
め
る
べ
き
と
思

い
ま
す
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
小
中
学
校
適
正
配
置
を
推
進
す
る
た

め
に
開
催
し
て
き
た
市
内
各
地
区
で
の
意

見
交
換
会
や
説
明
会
で
は
、
学
校
再
編

に
関
す
る
ご
意
見
や
閉
校
跡
地
に
つ
い
て

も
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
な
利

活
用
を
速
や
か
に
進
め
て
欲
し
い
と
い
う

多
く
の
ご
意
見
を
頂
い
て
い
ま
す
。
新
た

な
閉
校
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
個
別
に
行
い
な

が
ら
、
新
た
な
行
政
財
産
と
し
て
の
可
能

性
や
、
各
自
治
会
を
中
心
と
し
た
利
用
も

含
め
、
地
域
に
と
っ
て
有
意
義
な
利
活
用

と
な
る
よ
う
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
予
定
し
て
い
る
開
校
準
備

会
と
と
も
に
、
閉
校
跡
地
利
活
用
に
つ
い

て
も
、
丁
寧
で
活
発
な
意
見
交
換
を
実
施

し
て
い
く
考
え
で
す
。
そ
の
た
め
、
地
域

か
ら
の
希
望
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
学
校

施
設
利
活
用
検
討
会
を
設
置
し
、
公
共

性
や
必
要
性
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
な
利
活
用
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
閉
校
と
な
っ
た
学
校
が
、
地
域
活
性

化
の
た
め
の
拠
点
と
な
る
よ
う
準
備
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

統
合
校
の
開
校
準
備
を
進
め
な
が
ら
、

全
庁
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

学校再編に伴う閉校後の学校跡地について
統合校の開校準備を進めながら、全庁体制で取り組んでいきたいと考えています。　　答弁

問答
行
政
経
営
部
長

こ
ど
も
未
来
部
長

その他の質問事項   ○県道入粟野引田線　○自治会の活性化　○ヤマビルの被害

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
の
抵
抗
感
を
無
く
す
為
に

女
性
の
胸
部
等
を
覆
い
隠
す
三
角
巾
等

を
配
備
、
及
び
授
乳
室
で
気
兼
ね
な
く

搾
乳
で
き
る
掲
示
等
を
進
め
る
事
で
、
女

性
の
権
利
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
し
、

安
全
安
心
を
進
め
る
取
り
組
み
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

　
心
停
止
か
ら
の
救
命
率
を
高
め
る
た

め
に
は
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

併
用
が
重
要
で
す
が
、
女
性
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

使
用
時
に
衣
服
を
脱
が
せ
る
こ
と
へ
の
抵

抗
感
が
、
男
女
間
で
救
命
行
動
に
差
を

生
む
要
因
の一つ
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、一
般
市
民
に
お
い
て
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
へ
の
配
慮
も
含
め
て
抵
抗
感
が
生

じ
や
す
い
傾
向
に
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
内
の
92
の
公
共
施

設
に
96
台
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
、
全
て
に

三
角
巾
ま
た
は
代
替
え
布
を
備
え
付
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
庁
舎
内
の
授
乳
室
に

お
い
て
「
搾
乳
で
き
ま
す
」
の
掲
示
を
行

い
、
さ
ら
に
、
搾
乳
で
き
る
こ
と
を
示
す

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
表
示
も
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

市
内
の
公
共
施
設
や
民
間
事
業
施
設
を
、

授
乳
や
お
む
つ
替
え
等
の
で
き
る
場
所
を

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
と
し
て
登
録
す
る
こ

と
に
よ
り
、
乳
幼
児
連
れ
の
親
子
が
安
心

し
て
外
出
で
き
る
環
境
の
整
備
等
を
図
っ

て
い
ま
す
。
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
で
、
搾
乳
で
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
分
か
り
や
す
く

表
示
し
、
本
庁
舎
並
び
に
公
共
施
設
、

民
間
事
業
施
設
で
も
気
兼
ね
な
く
搾
乳
す

る
こ
と
が
で
き
る
場
所
を
拡
大
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

女性のプライバシーと権利保護について
市内の公共施設全てのAEDに、三角巾または代替え布を備え付けています。　　答弁

問答
保
健
福
祉
部
長
・
こ
ど
も
未
来
部
長

その他の質問事項   ○祭りへの補助事業　○火災り災後の支援　○児童手当の受給

◉ 本会議、市政一般質問はどなたでも、議場での傍聴ができます。ぜひ傍聴にお越しください。

（YouTube）

（YouTube）

（YouTube）

早川 勝弘 議員

2025年 236号　    　　　　　（４）

藤田 義昭 議員

小島　実 議員



　
閉
場
へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
提
示
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
な
道
す
じ
を
、
期
限
を

決
め
て
示
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
市
場
機

能
の
継
承
に
つ
い
て
は
、
公
設
市
場
利
用

関
係
者
の
今
後
の
利
便
性
の
為
、
仕
入

先
・
出
荷
先
の
支
援
を
ど
う
具
体
的
に

行
う
の
か
伺
う
。

　
市
と
し
て
は
、
公
設
市
場
は
閉
場
と

す
る
と
い
う
方
針
は
決
定
し
ま
し
た
が
、

現
市
場
施
設
を
民
間
提
案
制
度
な
ど
に

よ
り
民
営
化
す
る
意
見
を
否
定
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
閉
場
に
向
け
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
は
、
令
和
７
年
末

に
公
設
市
場
閉
場
後
の
支
援
の
方
針
を

決
定
す
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
は
現
在
想

定
さ
れ
る
「
公
設
市
場
閉
場
に
合
わ
せ

て
会
社
を
解
散
」、
あ
る
い
は
「
公
設
市

場
を
閉
場
し
た
後
に
民
営
市
場
と
し
て

経
営
を
存
続
」
の
両
方
の
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
の
対
応
策
を
検
討
し
、
令
和
８
年
以

降
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
か
の
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
支
援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
民

営
市
場
と
な
ら
な
い
場
合
の
方
策
に
つ
い

て
、
利
用
者
相
談
窓
口
の
設
置
を
は
じ

め
宇
都
宮
中
央
卸
売
市
場
の
見
学
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
利
用
者
の
意

向
を
確
認
し
、
既
存
の
直
売
所
へ
の
誘
導

等
に
よ
り
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
ま

た
、
希
望
者
に
は
宇
都
宮
中
央
卸
売
市

場
等
へ
の
利
用
あ
っ
せ
ん
や
出
荷
先
移
行

に
向
け
た
支
援
策
も
検
討
す
る
な
ど
、

利
用
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
し
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
公
設
市
場
閉
場
後
の

運
営
会
社
に
つ
い
て
も
、
経
営
相
談
に
応

じ
る
な
ど
真
摯
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

公設市場について
利用者に寄り添った対応をしていきます。答弁

　
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ

か
り
テ
ラ
ス
」
の
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
の
う
ち
、
実
態
把
握
調
査
の
実
施
に

つ
い
て
、
詳
細
を
伺
い
ま
す
。 

ま
た
、

学
校
関
係
者
と
の
情
報
共
有
や
連
携
し

た
対
応
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
市
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ

か
り
テ
ラ
ス
」
は
本
年
４
月
１
日
に
、

ひ
き
こ
も
り
支
援
の
地
域
拠
点
と
し
て

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
ま
し

た
。
実
態
把
握
調
査
に
つ
い
て
は
、一定

の
年
齢
層
を
無
作
為
に
抽
出
し
、
調
査

票
を
送
付
す
る
標
本
調
査
を
、
ま
た
、

民
生
委
員
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
の
専
門

職
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。
令
和
８
年
度
中
に
調
査
を
完

了
し
、
今
後
の
支
援
方
針
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
校
関
係

者
と
の
情
報
共
有
や
連
携
し
た
対
応
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
、
教
育
相
談
で
の

様
々
な
困
難
を
有
す
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
の
了
解
を
得
た
う
え
で
、

関
係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
連
携
に
努

め
て
き
ま
し
た
が
、今
年
度
新
た
に
、「
あ

か
り
テ
ラ
ス
」
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
さ
ら
に
情
報
の
共
有
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
、
継
続
性
の
あ
る
効
果
的
な

支
援
体
制
の
構
築
が
可
能
に
な
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
不
登
校
が
長
期
化

し
た
場
合
、
引
き
こ
も
り
に
つ
な
が
る

お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
義
務
教
育

が
終
了
し
た
後
に
お
い
て
も
、
引
き
続

き
支
援
が
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

よ
り一層
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

不登校児童生徒の対策強化について
より一層の連携を図っていきます。　答弁

問答
保
健
福
祉
部
長
・
教
育
長

市
長

その他の質問事項   ○教育諸問題　○活字文化の基盤構築と振興　○鹿沼のきれいな水を守る事

その他の質問事項   ○小中学校の防犯対策強化　○資源循環型・脱炭素社会を目指す取り組み　○千手山公園の魅力向上

　
か
ぬ
ま
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
の
現
状
及

び
、
今
後
、
か
ぬ
ま
ブ
ラ
ン
ド
を
全
国
的

に
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
戦
略
を
伺
う
。

　
か
ぬ
ま
ブ
ラ
ン
ド
と
は
、
市
内
の
優
れ

た
商
品
を
認
定
し
、
発
信
す
る
こ
と
で
本

市
の
知
名
度
や
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
認
定
制
度
で
す
。
認

定
品
に
は
、「
い
ち
ご
」
や
「
さ
つ
き
」、「
鹿

沼
組
子
」
な
ど
の
、
全
国
や
世
界
に
向
け

市
の
知
名
度
や
イ
メ
ー
ジ
向
上
が
図
れ
る

「
厳
選
！
鹿
沼
ブ
ラ
ン
ド
品
」
及
び
、「
か

ぬ
ま
和
牛
」や「
鹿
沼
そ
ば
」、　「
鹿
沼
箒
」

な
ど
、
市
民
に
愛
さ
れ
、
お
土
産
や
贈
り

物
な
ど
に
活
用
さ
れ
、
鹿
沼
に
来
て
も
ら

う
こ
と
で
購
入
い
た
だ
け
る
「
厳
選
！
鹿

沼
の
逸
品
」
の
２
つ
の
区
分
が
あ
り
、
現

在
46
品
目
が
認
定
品
と
し
て
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
選
定
は
、
公
募
方
式
に
よ
り
、

広
報
か
ぬ
ま
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

広
く
募
集
し
、
応
募
の
あ
っ
た
商
品
に
つ

い
て
審
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
全
国
的

に
浸
透
さ
せ
る
戦
略
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
と
し
た
、
様
々
な
媒

体
や
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
な
ど
を
通
じ
、

Ｐ
Ｒ
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
認
定
事
業

者
と
連
携
し
、
友
好
都
市
や
新
た
な
出

店
の
場
を
積
極
的
に
開
拓
し
て
い
く
こ
と

も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

か
ぬ
ま
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
の
出
前
講
座

を
は
じ
め
、
市
内
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
も
強
化

し
、
市
民
の
皆
様
を
通
じ
て
本
市
の
素
晴

ら
し
い
商
品
が
、
市
内
外
に
向
け
さ
ら
に

発
信
さ
れ
る
よ
う
、
促
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

かぬまブランド品について
市内外に向けさらに発信されるよう、促進していきたいと考えています。答弁

問答
総
合
政
策
部
長

その他の質問事項   ○かぬまふるさと大使　○鹿沼市の観光　○思川開発事業（南摩ダム）

◉ 本会議、市政一般質問はどなたでも、議場での傍聴ができます。ぜひ傍聴にお越しください。(５) 　　　　　　　2025年236号　    　　　　　

（YouTube）

（YouTube）

（YouTube）

関口 正一 議員

問答

大島 久幸 議員

石川 さやか 議員



　
出
産
後
の
体
調
が
万
全
で
は
な
い
中
、

出
生
届
提
出
の
為
に
窓
口
に
赴
く
負
担
は

大
き
く
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
休
み
を
と
れ
な

い
家
庭
で
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
、

市
民
の
実
情
認
識
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
出
生
届
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
予
定

を
お
示
し
下
さ
い
。

　
出
生
届
に
合
わ
せ
て
児
童
手
当
や
こ
ど

も
医
療
費
な
ど
複
数
の
手
続
き
も
必
要

と
な
る
た
め
、
全
て
の
手
続
き
が
完
了
す

る
ま
で
に
１
時
間
以
上
お
待
た
せ
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
出
生
届
は
、

代
理
人
に
よ
る
提
出
も
可
能
で
す
が
、
多

く
が
父
親
又
は
母
親
に
よ
る
届
出
と
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
産
後
間
も
な
い
母
親

に
と
っ
て
、
市
役
所
に
来
庁
し
て
の
届
出

は
大
変
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

体
調
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
手
続
き
を

進
め
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
８
月
の
法
務

省
の
省
令
改
正
に
よ
り
、
医
師
等
の
電
子

署
名
が
な
く
て
も
、
届
出
人
が
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
か
ら
申
請
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
改
正
を
受
け
、
全
国

の
自
治
体
で
も
導
入
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
県
内
の
導
入
実
績
は
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。
市
と
し
て
も
、
出
生

届
に
伴
う
多
く
の
手
続
き
の
う
ち
、
出
生

届
と
同
時
に
申
請
し
た
ほ
う
が
望
ま
し
い

手
続
き
を
集
約
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
実

現
す
る
こ
と
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か

ら
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
現
在
、

庁
内
の
関
係
部
署
で
、
よ
り
よ
い
オ
ン
ラ

イ
ン
化
に
向
け
た
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
子
育
て
世
代
の
負
担
を
少
し
で

も
軽
減
で
き
る
よ
う
、
早
期
導
入
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

子育て支援について
答弁

問答

　
こ
れ
ま
で
「
自
治
会
加
入
率
」
に
つ
い

て
は
あ
ま
り
焦
点
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

昨
今
の
状
況
、
今
後
の
展
望
を
踏
ま
え
、

次
期
総
合
計
画
で
は
加
入
率
ま
で
踏
み
込

み
、
支
援
、
促
進
、
も
し
く
は
推
進
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
が

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
４
月
現
在
の
本
市
の
自
治

会
加
入
率
は
70
・
7
％
で
あ
り
、
10
年

前
の
平
成
27
年
度
の
78
・
5
％
か
ら

7.8
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
地

域
の
自
治
は
、
行
政
に
よ
る
団
体
自
治

活
動
と
住
民
に
よ
る
地
域
活
動
の
両
輪

で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
人

口
減
少
・
少
子
高
齢
化
、
自
治
会
加
入

世
帯
の
減
少
な
ど
に
よ
っ
て
、
住
民
の
地

域
活
動
が
低
下
し
て
お
り
、
行
政
で
も

地
域
で
も
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
「
空
白
」

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
空
白
を
共
助

に
よ
り
、
今
後
ど
う
埋
め
て
い
く
か
が
直

近
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
誰

も
が
地
域
課
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、

行
政
、
市
民
、
地
域
団
体
、
企
業
な
ど

多
種
多
様
な
主
体
が
協
働
で
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
、
地
域
活
動
の
要
と
な
る

自
治
会
の
担
う
役
割
は
、
今
後
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

自
治
会
へ
の
支
援
の
あ
り
方
や
関
わ
り
方

な
ど
、
目
指
す
方
向
性
を
改
め
て
整
理

し
、
そ
の
中
で
、「
自
治
会
加
入
率
」
を

目
標
と
す
る
か
ど
う
か
も
含
め
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

次期総合計画における基本計画について
自治会加入率を目標とするかどうかも含め、検討していきます。答弁

問答
市
民
部
長

市
民
部
長

その他の質問事項   ○空き家等対策の実効性と公営住宅の空室も含めた住宅資源の有効活用

その他の質問事項   ○次期総合計画の策定　○次期総合計画における基本構想

　
郵
便
局
の
地
域
イ
ン
フ
ラ
機
能
を
活
用

し
、
行
政
機
能
の
委
託
、
過
疎
地
域
や

高
齢
化
が
進
む
地
域
に
お
け
る
郵
便
局

で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
構
築
、
郵
便
局

を
活
用
し
た
物
流
拠
点
機
能
の
強
化
の

可
能
性
等
、
官
民
連
携
強
化
に
よ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。

　
郵
便
局
は
、
人
口
減
少
の
進
む
山
間

部
を
含
め
、
市
内
各
地
に
25
か
所
あ
り
、

郵
便
や
金
融
な
ど
、
地
域
住
民
に
と
っ
て

大
変
重
要
な
機
能
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
郵
便
局
が
持
つ
イ
ン
フ
ラ
機
能
を
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
や
地
域
住
民

の
利
便
性
向
上
に
加
え
、 コ
ス
ト
削
減
も

図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
、
日
本
郵
便

株
式
会
社
と
令
和
２
年
に
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
、
郵
便
物
の
配
達
時
に
お
け

る
高
齢
者
等
の
見
守
り
や
、
災
害
時
の
車

両
提
供
を
は
じ
め
と
す
る
協
力
体
制
の
構

築
な
ど
、
様
々
な
連
携
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
今
後
、
こ
の
関
係
を
さ
ら
に
深
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
様
々
な
分

野
に
お
い
て
、
郵
便
局
の
地
域
イ
ン
フ
ラ

機
能
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
、
大
変

大
き
い
も
の
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
、

多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
郵
便
局
と
の
さ
ら
な
る
協
力
体
制
の

強
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

官民共同事業について
郵便局とのさらなる協力体制の強化について検討していきます。　　

よりよいオンライン化に向けた検討を始めたところです。

答弁
問答

市
長

その他の質問事項   ○スポーツの発展　○教育行政　○議会と執行部の在り方

◉ 本会議、市政一般質問はどなたでも、議場での傍聴ができます。ぜひ傍聴にお越しください。 2025年 236号　    　　　　　（６）

（YouTube）

（YouTube）

（YouTube）

仲田 知史 議員

橋本 勝浩 議員

増渕 靖弘 議員



◉ 本会議、市政一般質問はどなたでも、議場での傍聴ができます。ぜひ傍聴にお越しください。

議会を傍聴するには？

　本会議・議員全員協議会・常任委員会等は公開され、誰でも
その様子を見ること（傍聴）ができます。
　傍聴は市議会活動に触れる最も身近な方法です。また、自分
の選んだ議員がどのような活動をしているのかを目の前で見
ることもできます。 
　議場での会議（本会議・議員全員協議会）を傍聴する方は、
市役所議会棟２階の議会事務局前の受付台で「傍聴人受付
簿」に住所・氏名・連絡先を記入してから階段を上がり、３階の
傍聴ロビーから傍聴席へお入りください。委員会室での会議
（常任委員会などの委員会）を傍聴する方は、市役所行政棟２
階、各委員会室前の受付台にて同じく「傍聴人受付簿」に住
所・氏名・連絡先を記入してからお入りください。その他、注意
事項については、議会ホームページをご覧ください。

　本会議の様子は、鹿沼ケーブルテレビで生中継及び録画放
送をしているほか、ＹｏｕＴｕｂｅ（ユーチューブ）で動画配信も
していますので、ぜひご覧ください。

傍聴受付（市役所議会棟２階）　 議会ホームページ

議場での定例会の様子

議会ホームページ

　令和7年5月26日に発行した議会だより「あなたと議
会235号」の内容に誤りがありました。次のとおり訂正
させていただくとともに、深くお詫び申し上げます。

6ページ、仲田知史議員の記事中、保健福祉
部長による答弁

正）暫定的な国と県の利用者負担軽減
　　措置を活用し５回目までは
誤）暫定的な国と県の利用者負担軽減
　　措置を活用し 25回目までは

訂正箇所

（YouTube）

　
県
内
他
市
の
花
火
大
会
と
比
較
し
た

際
に
、
本
市
の
現
行
の
30
分
の
打
ち
上
げ

時
間
と
約
1
千
発
の
打
ち
上
げ
数
は
人

口
規
模
か
ら
み
て
も
拡
大
し
て
い
け
る
可

能
性
が
あ
る
。
開
催
費
用
の
原
資
た
る

協
賛
金
獲
得
等
の
課
題
の
整
理
と
市
民

全
体
で
の
共
有
が
必
要
と
考
え
る
。

　
鹿
沼
さ
つ
き
祭
り
の
協
賛
と
な
っ
て
い

る
花
火
事
業
は
、
さ
つ
き
祭
り
の
開
幕
を

告
げ
る
初
夏
の
花
火
と
し
て
広
く
定
着

し
て
い
ま
す
。昨
年
か
ら
は
、「
グ
ル
メ
フ
ェ

ア
＆
花
火
」
と
し
て
黒
川
河
畔
を
会
場

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
費
は
、
す

べ
て
を
企
業
や
個
人
か
ら
の
協
賛
金
や
、

グ
ル
メ
フ
ェ
ア
出
店
負
担
金
で
賄
っ
て
い

ま
す
。
実
行
委
員
会
か
ら
、
協
賛
へ
の
協

力
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
が
、
社
会
情

勢
の
変
化
な
ど
か
ら
、
以
前
の
よ
う
な

ご
協
力
は
得
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で

す
。
花
火
そ
の
も
の
の
他
、
資
材
や
警

備
等
に
か
か
る
費
用
の
高
騰
、
ま
た
、

長
時
間
の
打
ち
上
げ
に
よ
る
周
辺
住
民
へ

の
影
響
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
賛
否
両

論
あ
り
ま
す
が
、
30
分
間
と
い
う
今
回

の
花
火
打
ち
上
げ
時
間
は
、
現
時
点
に

お
い
て
は
妥
当
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
協
賛
金
に
関
し
、
営
業
の
余
地
は
ま

だ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
協
賛
金
の
呼

び
掛
け
は
、
鹿
沼
商
工
会
議
所
、
粟
野

商
工
会
、
ま
た
、
今
回
は
鹿
沼
青
年
会

議
所
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、

多
く
の
方
に
声
を
か
け
て
お
り
、
今
後
も

一緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

花火大会の打ち上げ時間拡大について
花火打ち上げ時間は、現時点においては妥当であったものと考えています。　　答弁

問答
経
済
部
長

その他の質問事項   ○縮小社会での行政運営と市民活動支援　○図書館と書店

本会議の様子を動画配信しています あなたと議会235号（令和7年5月26日発行）
の記事の訂正とお詫び

(７) 　　　　　　　2025年236号　    　　　　　

佐藤　誠 議員



◉ 本会議、市政一般質問はどなたでも、議場での傍聴ができます。ぜひ傍聴にお越しください。

9ページへ続きます

2025年 236号      　　　　　（８）

議案等一覧

　市長提出議案17件が提出されました。また、陳情２件を審査しました。なお、前回の定
例会で継続審査となっていた「陳情第2号　デマンドバスについてを求める陳情」について
は、令和７年５月４日付で、陳情人から議長宛てに陳情取下げの申し出があり、本会議最終
日に承認されました。

※その他の議案 17件は全会一致で可決されました。

「全会一致（出席議員全員が賛成）」以外の議案等における、各議員の賛否は
以下のとおりです。議員数 23名、議長は表決には加わりません。
賛成：○ 、 反対：● 、 棄権：棄 、 不参加：不 、 除斥：除 、 欠席：欠

番号
採
決
結
果

不
採
択

不
採
択

鹿
妻 

武
洋

●

●●●○●●●●○●●●棄●○● ●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●

１
仲
田 

知
史

２
橋
本 

勝
浩

３
早
川 

勝
弘

４
駒
場 

久
和

５
舩
生 
雅
秀

６
橋
本 
修

７
藤
田 

義
昭

８
梶
原 

隆

９
大
島 

久
幸

 

2423
横
尾 

武
男

22
増
渕 

靖
弘

21
小
島 

実

20
津
久
井 

健
吉

19
谷
中 

恵
子

18
舘
野 

裕
昭 

16
佐
藤 

誠

15
阿
部 

秀
実

14
鈴
木 

毅

13
石
川 

さ
や
か

12
大
貫 

桂
一

11
宇
賀
神 

敏

10

●
議
　
長

件　名

陳情
3号

陳情
4号

県道268号（鹿沼環状線）に押
しボタン式信号機の設置を求
める要望書の提出に関する陳
情

物価高騰における水道料金基
本免除の要望に関する陳情

令和６年度鹿沼市
一般会計補正予算(第１０号)

　歳入については、株式等譲渡所得割交付金、地方交付税、国県
支出金等の増減額を計上し、歳出については、物価高騰緊急支
援給付金給付事業費、障害者自立支援事業費、児童手当費等の
増減額を計上したもので、この補正額を1億8,335万3,000円の
減とし、予算総額を448億5,013万7,000円とするものです。

令和７年第2回定例会
議員の賛否を公表

34
議案

令和６年度鹿沼市
後期高齢者医療特別会計補正予算 (第３号)

　歳入については、繰入金及び諸収入の増減額を計上し、歳出
については、健診事業費、後期高齢者医療事務費等の減額を計
上したもので、この補正額を1,978万1,000円の減とし、予算総
額を14億7,152万9,000円とするものです。

36
議案

令和６年度補正予算専決処分事項

令和６年度鹿沼市
国民健康保険特別会計補正予算 (第４号)

　歳入については、国民健康保険税、県支出金等の増減額を計
上し、歳出については、一般被保険者療養給付費、一般被保険
者高額療養費等の増減額を計上したもので、この補正額を
6,109万5,000円の減とし、予算総額を99億9,179万1,000円
とするものです。

35
議案

　地方税法等の一部改正に伴い、分譲マンションに対する固
定資産税の減額特例の適用を受ける場合における申告書の
提出に係る特例を定めるほか、新たに追加された原動機付自
転車の区分に係る軽自動車税の税率の新設等を行うための
ものです。

鹿沼市税条例の一部改正について37
議案

専決処分事項 条　　　例

　地方税法等の一部改正に伴い、引用する法律の条項を整理す
るためのものです。

鹿沼市都市計画税条例の一部改正について38
議案

　地方税法施行令の一部改正に伴い、低所得世帯に対する国民
健康保険税の減額措置の適用範囲を拡大するためのものです。

鹿沼市国民健康保険税条例の一部改正について
39

議案

関
口 

正
一

令和７年第２回定例会



鹿沼市下水道条例の一部改正について

　適正な受益者負担による下水道事業の経営健全化を図るた
め、下水道使用料を見直すためのものです。

45
議案

鹿沼市清洲財産区管理会委員の選任について48
議案

鹿沼市名誉市民の推挙について49
議案

条　　　例

令和７年度鹿沼市
一般会計補正予算(第３号)について

　歳入については、国庫支出金及び繰入金の増額を計上し、歳
出については、低所得世帯等給付金給付事業費、見笹霊園費
及び学生海外交流事業費の増額を計上したもので、この補正
額を3億9,077万2,000円の増とし、予算総額を429億4,137万
3,000円とするものです。

50
議案

令和７年度補正予算

人　　　事

　鹿沼市清洲財産区管理会委員　※敬称略
　　安生　進一　（あんじょう　しんいち・北半田）

　鹿沼市名誉市民　　※敬称略
　　柳田　邦男　（やなぎだ　くにお・東京都）

＊用語解説「財産区管理会委員」

8ページ議案等一覧の続き

　人権擁護委員（候補者）　※敬称略
　　福田　壽子　（ふくだ　ひさこ・上日向）
　　石川　佳男　（いしかわ　よしお・上石川）

人権擁護委員候補者の推薦について

人　　　事

＊用語解説「人権擁護委員」

46 47
議案

◉ 本会議、市政一般質問はどなたでも、議場での傍聴ができます。ぜひ傍聴にお越しください。

　鹿沼市学校給食共同調理場食器及び食器等かご購入に係
る指名競争入札を去る令和７年３月２７日に行い、その結果、
株式会社中西製作所宇都宮営業所が4,642万6,600円で落
札したので、本契約を締結するためのものです。

　災害対応特殊化学消防ポンプ自動車(Ⅱ型)購入に係る指名
競争入札を去る令和７年４月２８日に行い、その結果、ジーエ
ムいちはら工業株式会社が9,680万円で落札したので、本契
約を締結するためのものです。

物品購入契約の締結について41
議案

物品購入契約の締結について42
議案

　高規格救急自動車購入(北分署)に係る指名競争入札を去る
令和７年４月２８日に行い、その結果、栃木トヨタ自動車株式会
社鹿沼店が4,510万円で落札したので、本契約を締結するため
のものです。

物品購入契約の締結について43

　歳入については、県支出金の増額を計上し、歳出について
は、市政功労者表彰費、参議院議員選挙費等の増減額を計上
したもので、この補正額を296万6,000円の増とし、予算総額
を425億5,060万1,000円とするものです。

令和７年度鹿沼市
一般会計補正予算(第２号)について40

議案

令和7年度補正予算

　地方税法等の一部改正に伴い、個人の市民税の所得控除に
特定親族特別控除を追加するほか、加熱式たばこに係るたば
こ税の課税標準の特例の新設等を行うためのものです。

鹿沼市税条例の一部改正について44
議案

契　　　約

(９）) 　　　　　　　2025年236号　    　　　　　

県道268号（鹿沼環状線）に押しボタン式信号機
の設置を求める要望書の提出に関する陳情

　意見書を提出することを求めるものです。

3
陳情

物価高騰における水道料金基本料免除の要望
に関する陳情

　国が令和５年度から創設した、物価高騰対応重点支援地方創
生臨時交付金を活用し、鹿沼市の水道事業に加入している個人
と事業者を対象に、水道の基本料金の免除を求めるものです。

4
陳情

陳　　　情

 令和７年度鹿沼市
一般会計補正予算(第４号)について

　歳入については、国庫支出金の増額を計上し、歳出については、商業振興
推進事業費及び予備費の増減額を計上したもので、この補正額を3,872万
4,000 円の増とし、予算総額を429億8,009万7,000 円とするものです。

51
議案

令和７年度補正予算

　令和7年7月4日（金）に臨時会が開催されまし
た。
　市長提出議案1件が提出され、全会一致（出席
議員全員が賛成）で可決されました。

令和７年第3回臨時会

議案

　財産区とは、市町村及び特別区の一部で財産を有し、又は公の施
設を設けているものがある場合に、その財産又は公の施設の管理・処
分に関し、特別地方公共団体として法人格を与えられたもの。委員は、
財産区の区域内に３か月以上住所を有する者で、市議会議員の被選
挙権を有する者のうちから議会の同意を得て市長が選任する。

　人権擁護委員は、人権擁護委員法に基づいて、人権相談を受け
たり人権の考えを広めたりする活動をしている民間の方々です。
　議会の意見を聞いて、市長が法務大臣に対し候補者を推薦しま
す。任期は３年。



令和７年４月18日付審査請求について

（審査結果）
　４月25日に審査会が設置され、３回にわたる審
査をした結果、「審査請求は条例に基づく審査請
求に適する」と判断され、違反する行為の有無に
ついては、条例第3条第1号の「市民全体の代表者
として、その品位又は名誉を損なう一切の行為を
慎み、その職務に関し不正の疑惑を持たれるおそ
れのある行為をしないこと」に違反していると認
められました。
（対応措置）
　違反行為があると判断されたため、対応措置に
ついて審議した結果、全会一致により「本会議議
場において、舩生議員からの陳謝が必要である」
ことと決し、６月17日に審査結果報告書を議長へ
提出いたしました。議長は条例に基づき舩生議員
に「本会議議場での陳謝」を求めました。
　６月23日、６月定例会の最終日の本会議におい
て、舩生議員からの申し出を議長が許可し、「本会
議議場での陳謝」が行われました。

（陳謝の概要）
　私の今回の行為は、動物に対する深い愛情と
尊厳を欠いたものであり、これにより多くの市民
の皆様にご心配をおかけし、不快な思いをさせて
しまったことを深く反省しております。
　今後私は、自らの行動を改めるとともに、動物
福祉の向上に向けた取り組みに全力を尽くすこと
を約束いたします。具体的には、関連する法律や
規範を厳守し、動物に対する適切な対応を学び、
実践していくとともに、動物福祉に関する啓発活
動にも積極的に参加してまいりたいと思います。
更には、SNSの使用方法についても深く反省し、
公人として責任を持った情報発信をしていくよう
心がけてまいります。
　最後に、私の行為によりご迷惑をおかけしたす
べての方々に改めて深くお詫び申し上げます。市
議会議員としての責任を果たすべく、信頼回復に
向けた努力を続けていく所存です。大変申し訳あ
りませんでした。

　本市議会では、議員が市民全体の奉仕者として政治倫理の向上に努め、
常に良心に従い自己の利益を図ることなく誠実かつ公正にその職務を遂行
することを促進し、もって清潔で民主的な市政の発展に寄与することを目的
とし、「鹿沼市議会議員の倫理に関する条例」を制定しています。
　この条例に基づき、審査請求書が議長に提出され、政治倫理審査会が設
置されましたので、その概要をお知らせします。
　なお、詳細は鹿沼市議会のホームページからご確認いただけます。

鹿沼市議会議員政治倫理審査会報告

(審査対象議員） 舩生 雅秀 議員
（審査請求者） 大島 久幸 議員、  横尾 武男 議員、  舘野 裕昭 議員
（審査請求対象となった事由）
　令和７年４月11日、舩生雅秀議員が自己の飼い犬に関し、SNS（Threads）に、動物の虐待とも
　取れる記載内容を投稿したことについて
（審査会委員） 委員長　増渕 靖弘 議員、  副委員長　梶原 隆 議員
 委　員　（議席番号順）
 　　　　鹿妻 武洋 議員、  橋本 勝浩 議員、  早川 勝弘 議員、
 　　　　駒場 久和 議員、  橋本 　修 議員、  藤田 義昭 議員、
 　　　　大貫 桂一 議員、  佐藤 　誠 議員、  津久井健吉 議員、
 　　　　小島　 実 議員

◉ 本会議、市政一般質問はどなたでも、議場での傍聴ができます。ぜひ傍聴にお越しください。 2025年 236号      　　　　　（10）

議会ホームページ



令和６年度　行政視察の受け入れ実績

　毎年、全国各地の地方議員の皆様
が、調査・研究のため、鹿沼市を訪れて
います。
　鹿沼市議会では、本市の特色ある施
策や施設を全国に向け発信する貴重な
機会ととらえ、積極的に行政視察の受け
入れを行っています。
　令和６年度は14の市町議会の皆様を
鹿沼市にお迎えしました。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

R6.5.10

R6.5.13

R6.5.15

R6.8.8

R6.10.7

R6.10.9

R6.10.22

R6.10.29

R6.11.13

R6.12.19

R7.1.8

R7.1.30

R7.2.4

R7.2.6

茨城県鉾田市議会

東京都小金井市議会

兵庫県赤穂市議会

千葉県木更津市議会

茨城県牛久市議会

茨城県坂東市議会

長崎県雲仙市議会

静岡県富士宮市議会

岩手県北上市議会

小山市議会

熊本県八代市議会

長野県小諸市議会

山梨県笛吹市議会

群馬県玉村町議会

視察事項自治体視察日No.

新庁舎建設について

消防団の先進的な取り組みについて

まちの駅ネットワークかぬまについて

消防団の充実強化の取り組みについて

鹿沼市ヤングケアラー支援条例について

防災関係について

消防団地域防災力充実強化ビジョンについて

宅配ボックス購入費補助制度について

スノーピーク鹿沼キャンプフィールド＆スパ

消防団地域防災力充実強化ビジョンについて

消防団地域防災力充実強化ビジョンについて

多文化共生社会の実現に向けた取り組みについて

消防団を中核とした地域防災力の充実強化
について

スノーピーク鹿沼キャンプフィールド＆スパの
建設から運営（指定管理者制度導入）について
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・改定率 11%の
　値上げ

・基本汚水量は
　10㎥から 5㎥
　に引き下げ

・1ヶ月あたりの
　基本使用料は
　1,100 円から
　610 円に変更

下水道使用料の
改定内容

※表示金額は税別です。
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2025年 236号　    　　　　　（12）

新たな事業や
予算などに関し、
真剣な議論が行われて
います。このページで
は、審査内容の一部を
ご紹介します。
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令
和
7
年
度
鹿
沼
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）

①「
学
生
海
外
交
流
事
業
費
」
及
び
②「
低
所
得
世

帯
等
給
付
金
給
付
事
業
費
」
の
増
額
に
つ
い
て

　  
　  

①
友
好
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ノ
ー

ス
ダ
コ
タ
州
グ
ラ
ン
ド
フ
ォ
ー
ク
ス
市
へ
本
市
の
中

学
生
を
派
遣
す
る
「
中
学
生
海
外
体
験
学
習
事
業
」

に
つ
い
て
、
渡
航
費
用
の
高
騰
及
び
参
加
者
の
自
己

負
担
額
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
増
額
す
る
も
の
で
す
。

②
令
和
6
年
度
実
施
の
給
付
金
事
業
に
お
い
て
、
所

得
税
や
定
額
減
税
の
確
定
に
よ
り
本
来
給
付
す
る
べ

き
所
要
額
に
差
額
が
生
じ
た
方
や
、
本
人
及
び
扶
養

親
族
等
と
し
て
定
額
減
税
の
対
象
外
で
あ
り
、
か
つ

低
所
得
世
帯
向
け
給
付
の
対
象
世
帯
の
世
帯
主
・
世

帯
員
に
も
該
当
し
な
か
っ
た
方
へ
の
給
付
に
か
か
る

経
費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　
　 

給
付
事
業
に
つ
い
て
は
、
派
遣
会
社
か
ら
人
材

の
派
遣
を
受
け
、
行
う
予
定
で
お
り
ま
す
。

概 
要

A 　
　 「
低
所
得
世
帯
等
給
付
金
給
付
事
業
費
」
の
委

託
料
の
派
遣
と
し
て
1
千
694
万
6
千
円
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Q 議
案
50

　
　
　

  

鹿
沼
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
45

決算特別委員会が
開催されます

ただいま
議会改革進行

中

　 

　
　  

専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て
（
令

和
6
年
度
鹿
沼
市

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
10
号
））

そ
の
他
の
付
託
審
査
議
案

　9月24日（水）及び 25日（木）に、
第 1委員会室にて、決算特別委員会が
開催されます。決算特別委員会は、令
和 6年度の決算について、議員12名
が委員となり、審査を行うものです。
　委員は9月の定例会で選任される予
定です。

　「議会基本条例」では、市民への説明
責任や市民の議会への参加、議員間の
自由な討論、議員の政策立案に関する
内容等が規定されています。これらの
現状を検証し、さらに充実を目指すた
め、令和 5 年 12 月に議会改革特別委員
会を設置しました。地域社会の声をしっ
かりと受け止め、公正で開かれた議会
運営を目指すとともに、より信頼され
る議会の構築に向けて、着実な改革を
進めてまいります。

　この委員会内に、「開かれた議会検討
部会」と「議会審議のあり方検討部会」
を設置し、それぞれのテーマに基づき
検討課題について議論を進めています。
　検討部会では、より効率的な議会運
営や、市民への情報発信の充実を視野
に入れて課題抽出と解決策を検討して
います。また、重要な審査事項として、
議員定数、議員報酬、政務活動費の見
直しも挙げられています。
　議員定数では地域の代表性と効率的
運営のバランスが検討対象となり、議
員報酬については公正さと地域特性を
反映した基準づくりを目指しています。
　さらに、政務活動費については、制
度の透明性向上に向けた改善策を模索
しています。
　今後、議会だよりやホームページで、
報告書を公表いたします。

・検討部会を設置して活発な討議に

鹿沼市の税金の使われ方を
議会でしっかりチェック！

議
案
38

議
案
44

議
案
40

議
案
41
〜
43

　
　
　
　
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て
（
鹿
沼
市
都

市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　
令
和
7
年
度
鹿
沼
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2

号
）
に
つ
い
て
　

　
　
　
　
　

物
品
購
入
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

　
　
　
　

鹿
沼
市
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い

て

(13) 　　　　　　　2025年236号　    　　　　　

そ
の
他
の
付
託
審
査
議
案

　 

　
　  

専
決
処
分
事
項
の
承
認

に
つ
い
て
（
令
和
6
年
度
鹿
沼
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
））

　
業
務
内
容
は
、
電
話
問
い
合
わ
せ
な
ど
の
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
、
書
類
の
確
認
作
業
な
ど
で
、
7
月
か
ら

12
月
頃
ま
で
、
1
日
最
大
12
名
程
度
を
予
定
し
て
委

託
す
る
費
用
と
し
て
計
上
す
る
も
の
で
す
。

議
案
34

　 

　
　  

専
決
処
分
事
項
の
承
認
に

つ
い
て
（
令
和
6
年
度
鹿
沼
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

議
案
35

　 

　
　  

専
決
処
分
事
項
の
承
認
に

つ
い
て
（
令
和
6
年
度
鹿
沼
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
））

議
案
36

　 

　
　  

専
決
処
分
事
項
の
承
認
に

つ
い
て
（
鹿
沼
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
）

議
案
39

　 

　
　  

令
和
7
年
度
鹿
沼
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い
て

議
案
40

総務常任委員会の様子

教育福祉常任委員会の様子

産業建設常任委員会の様子

議
案
34



常
任
委
員
会  

審
査
報
告

　
常
任
委
員
会
と
は
、
議
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
や
請
願
、
陳
情
な
ど
を
審
査

す
る
た
め
、
議
会
に
常
設
さ
れ
て
い
る
委
員
会
の
こ
と
で
す
。
3
つ
の
常
任
委

員
会
が
あ
り
、
議
員
は
い
ず
れ
か
1
つ
の
委
員
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
年
4
回
の
定
例
会
で
は
、
市
の
予
算
や
条
例
の
制
定
な
ど
の
議
案
に
つ
い
て
、

各
部
局
か
ら
説
明
を
聞
き
、
審
査
を
行
い
ま
す
。
各
定
例
会
の
最
終
日
に
、
委

員
長
に
よ
る
報
告
が
行
わ
れ
、
議
案
の
採
決
が
行
わ
れ
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会
（
定
数  

８
人
）

教
育
福
祉
常
任
委
員
会（
定
数  

８
人
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会（
定
数  

８
人
）

◉
委
員
長
　
増
渕  

靖
弘
　
◯
副
委
員
長
　
橋
本  

修 

・
鹿
妻  

武
洋
、
仲
田  

知
史
、
早
川  

勝
弘
、

　
駒
場  

久
和
、
石
川  

さ
や
か
、
大
島  

久
幸

◉
委
員
長
　
藤
田  

義
昭
　
◯
副
委
員
長
　
宇
賀
神  

敏

・
橋
本  

勝
浩
、
舩
生  

雅
秀
、
梶
原  

隆
、
佐
藤  

誠
、

　
舘
野  

裕
昭
、
谷
中  

恵
子

◉
委
員
長
　
大
貫  

桂
一
　
◯
副
委
員
長
　
鈴
木  

毅

・
駒
場  

久
和
、
阿
部  

秀
実
、
津
久
井  

健
吉
、

　
小
島  

実
、
横
尾  

武
男
、
関
口  

正
一

　
　
　

  

令
和
7
年
度
鹿
沼
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）

「
見
笹
霊
園
費
」
の
増
額
に
つ
い
て

　  

　  

当
初
予
算
で
計
上
し
た
合
葬
墓
の
整
備
費
に

つ
い
て
、
資
材
単
価
等
の
高
騰
分
の
費
用
に
加
え
、

関
係
経
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　
　 

芝
生
広
場
を
管
理
す
る
上
で
散
水
が
必
要
と
な

り
、
当
初
、
黒
川
か
ら
ポ
ン
プ
に
よ
り
水
を
引
い
て

い
る
水
飲
み
場
か
ら
散
水
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

水
圧
が
弱
い
た
め
、
別
の
水
道
管
か
ら
引
き
込
む
た

め
の
、
追
加
工
事
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

残
土
処
理
に
係
る
費
用
と
し
て
、
当
初
、
見
込
ん
で

い
た
場
所
で
の
受
入
れ
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、

新
た
に
残
土
を
処
理
す
る
場
所
の
確
保
、
処
理
す
る

た
め
の
追
加
費
用
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

概 

要
そ
の
他
の
付
託
審
査
議
案

関
係
経
費
の
詳
細
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

QA

　  

　  

公
共
下
水
道
使
用
料
は
、
基
本
使
用
料
と
汚

水
量
に
応
じ
た
超
過
使
用
料
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
が
、

今
回
、
改
定
率
11
％
の
値
上
げ
に
。
あ
わ
せ
て
現
行

10
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
と
し
て
い
る
基
本
汚
水
量
を

5
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
に
引
き
下
げ
ま
す
。
令
和
8

年
4
月
請
求
分
か
ら
適
用
す
る
も
の
で
す
。

　
　 

汚
水
量
が
少
な
い
世
帯
は
値
下
が
り
と
な
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
下
水
道
加
入
世
帯
の
う
ち
、
ど
の

く
ら
い
の
割
合
で
影
響
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

概 

要
Q　

　 

1
ヶ
月
あ
た
り
の
汚
水
量
が
9
立
方
メ
ー
ト
ル

ま
で
の
使
用
者
は
、
使
用
料
が
今
よ
り
も
若
干
安
く

な
り
、
全
体
の
約
3
割
の
世
帯
に
な
り
ま
す
。
残
り

の
使
用
者
は
、
現
行
よ
り
も
使
用
料
が
高
く
な
り
ま

す
。

A

・改定率 11%の
　値上げ

・基本汚水量は
　10㎥から 5㎥
　に引き下げ

・1ヶ月あたりの
　基本使用料は
　1,100 円から
　610 円に変更

下水道使用料の
改定内容

※表示金額は税別です。

　 

　
　
　
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て
（
令
和

6
年
度
鹿
沼
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
））

議
案
34

　 

　
　
　
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て
（
鹿
沼

市
税
条
例
の
一
部
改
正
）

議
案
37

2025年 236号　    　　　　　（12）

新たな事業や
予算などに関し、

真剣な議論が行われて
います。このページで
は、審査内容の一部を
ご紹介します。

議
案
50

　
　
　

  

令
和
7
年
度
鹿
沼
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）

①「
学
生
海
外
交
流
事
業
費
」
及
び
②「
低
所
得
世

帯
等
給
付
金
給
付
事
業
費
」
の
増
額
に
つ
い
て

　  

　  

①
友
好
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ノ
ー

ス
ダ
コ
タ
州
グ
ラ
ン
ド
フ
ォ
ー
ク
ス
市
へ
本
市
の
中

学
生
を
派
遣
す
る
「
中
学
生
海
外
体
験
学
習
事
業
」

に
つ
い
て
、
渡
航
費
用
の
高
騰
及
び
参
加
者
の
自
己

負
担
額
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
増
額
す
る
も
の
で
す
。

②
令
和
6
年
度
実
施
の
給
付
金
事
業
に
お
い
て
、
所

得
税
や
定
額
減
税
の
確
定
に
よ
り
本
来
給
付
す
る
べ

き
所
要
額
に
差
額
が
生
じ
た
方
や
、
本
人
及
び
扶
養

親
族
等
と
し
て
定
額
減
税
の
対
象
外
で
あ
り
、
か
つ

低
所
得
世
帯
向
け
給
付
の
対
象
世
帯
の
世
帯
主
・
世

帯
員
に
も
該
当
し
な
か
っ
た
方
へ
の
給
付
に
か
か
る

経
費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　
　 

給
付
事
業
に
つ
い
て
は
、
派
遣
会
社
か
ら
人
材

の
派
遣
を
受
け
、
行
う
予
定
で
お
り
ま
す
。

概 

要
A 　

　 「
低
所
得
世
帯
等
給
付
金
給
付
事
業
費
」
の
委

託
料
の
派
遣
と
し
て
1
千
694
万
6
千
円
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Q 議
案
50

　
　
　

  

鹿
沼
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
45

決算特別委員会が
開催されます

ただいま
議会改革進行

中

　 

　
　  

専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て
（
令

和
6
年
度
鹿
沼
市

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
10
号
））

そ
の
他
の
付
託
審
査
議
案

　9月24日（水）及び 25日（木）に、
第 1委員会室にて、決算特別委員会が
開催されます。決算特別委員会は、令
和 6年度の決算について、議員12名
が委員となり、審査を行うものです。
　委員は9月の定例会で選任される予
定です。

　「議会基本条例」では、市民への説明
責任や市民の議会への参加、議員間の
自由な討論、議員の政策立案に関する
内容等が規定されています。これらの
現状を検証し、さらに充実を目指すた
め、令和 5 年 12 月に議会改革特別委員
会を設置しました。地域社会の声をしっ
かりと受け止め、公正で開かれた議会
運営を目指すとともに、より信頼され
る議会の構築に向けて、着実な改革を
進めてまいります。

　この委員会内に、「開かれた議会検討
部会」と「議会審議のあり方検討部会」
を設置し、それぞれのテーマに基づき
検討課題について議論を進めています。
　検討部会では、より効率的な議会運
営や、市民への情報発信の充実を視野
に入れて課題抽出と解決策を検討して
います。また、重要な審査事項として、
議員定数、議員報酬、政務活動費の見
直しも挙げられています。
　議員定数では地域の代表性と効率的
運営のバランスが検討対象となり、議
員報酬については公正さと地域特性を
反映した基準づくりを目指しています。
　さらに、政務活動費については、制
度の透明性向上に向けた改善策を模索
しています。
　今後、議会だよりやホームページで、
報告書を公表いたします。

・検討部会を設置して活発な討議に

鹿沼市の税金の使われ方を
議会でしっかりチェック！

議
案
38

議
案
44

議
案
40

議
案
41
〜
43

　
　
　
　
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て
（
鹿
沼
市
都

市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　
令
和
7
年
度
鹿
沼
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2

号
）
に
つ
い
て
　

　
　
　
　
　

物
品
購
入
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

　
　
　
　

鹿
沼
市
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い

て
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そ
の
他
の
付
託
審
査
議
案

　 

　
　  

専
決
処
分
事
項
の
承
認

に
つ
い
て
（
令
和
6
年
度
鹿
沼
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
））

　
業
務
内
容
は
、
電
話
問
い
合
わ
せ
な
ど
の
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
、
書
類
の
確
認
作
業
な
ど
で
、
7
月
か
ら

12
月
頃
ま
で
、
1
日
最
大
12
名
程
度
を
予
定
し
て
委

託
す
る
費
用
と
し
て
計
上
す
る
も
の
で
す
。

議
案
34

　 

　
　  

専
決
処
分
事
項
の
承
認
に

つ
い
て
（
令
和
6
年
度
鹿
沼
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

議
案
35

　 

　
　  

専
決
処
分
事
項
の
承
認
に

つ
い
て
（
令
和
6
年
度
鹿
沼
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
））

議
案
36

　 

　
　  

専
決
処
分
事
項
の
承
認
に

つ
い
て
（
鹿
沼
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
）

議
案
39

　 

　
　  

令
和
7
年
度
鹿
沼
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い
て

議
案
40

総務常任委員会の様子

教育福祉常任委員会の様子

産業建設常任委員会の様子

議
案
34



スノーピーク鹿沼キャンプフィールド＆スパ視察

「木のまち鹿沼」らしい、木の温もりと暖かみのある、
新しい議場を見学しました！

思川開発事業（南摩ダム）視察

役員協議会・意見交換会

2025年 236号　    　　　　　（14）

役員協議会・施設見学の記録

鹿
沼
市
と
足
立
区
の

　
　
　
　
　
　
交
流
年
表

鹿
沼
さ
つ
き
祭
り
招
待

足
立
の
花
火
参
加

鹿
沼
秋
ま
つ
り
招
待

親
善
交
流（
鹿
沼
市
）

足
立
区
議
会
写
真
部
作

品
展
見
学（
足
立
区
）７

人
20
点
の
出
展

友
好
自
治
体
議
員
連
絡

協
議
会
（
足
立
区
）役

員
会
・
施
設
見
学（
足
立

市
場
、日
暮
里
・
舎
人
ラ

イ
ナ
ー
車
両
基
地
）

足
立
区
議
会
写
真
部
作

品
展
見
学（
足
立
区
）４

人
13
点
の
出
展

友
好
自
治
体
議
員
連
絡

協
議
会
（
鹿
沼
市
）役

員
会
・
施
設
見
学（
医
王

寺
・
粟
野
小
学
校
）

足
立
の
花
火
参
加

鹿
沼
秋
ま
つ
り
招
待

足
立
区
議
会
写
真
部
作

品
展
見
学（
足
立
区
）４

人
８
点
の
出
展

●
平
成
28
年
５
月

●
平
成
28
年
７
月

●
平
成
28
年
10
月

●
平
成
28
年
10
月

●
平
成
28
年
12
月

●
平
成
29
年
２
月

●
平
成
29
年
12
月 

●
平
成
30
年
７
月

●
令
和
５
年
７
月

●
令
和
５
年
10
月

●
令
和
５
年
12
月

　両議会の議会運営の取り組み事例について意見
交換を行いました。足立区議会では、子ども向け区
議会ガイドブック発行やチラシの作成、学生主催の
「モギ区長選」の活動が紹介されました。また、当議
会の取り組み事例について、「議会報告会」・「高校
生との意見交換会」の活動を紹介し、地域や若者
の意見をどのように市への提言に結びつけている
か等、活発な意見交換の場になりました。

　
鹿
沼
市
議
会
と
東
京
都
足
立
区
議
会
は
、

両
議
会
の
友
好
関
係
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
、平
成
29
年
８
月
、「
鹿
沼
・
足
立
友

好
自
治
体
議
員
連
絡
協
議
会
」を
発
足
し
、

こ
れ
ま
で
文
化
・ス
ポ
ー
ツ・
教
育
・
経
済
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
交
流
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　
今
年
は
、鹿
沼
市
を
会
場
に
、さ
ら
な
る

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、４
月

22
日
〜
23
日
、足
立
区
議
会
代
表
団（
８
人
）

が
鹿
沼
市
に
来
訪
し
ま
し
た
。

足
立
区
議
会
と
の
交
流



議会運営委員会の
議員構成について
　５月13日に佐藤誠議員から、議会運営委員会副委員
長及び同委員会委員の辞任願が提出されたことに伴
い、新たな委員として鈴木毅議員が指名されました。
また、副委員長には橋本修議員が選任されました。
　議会運営委員会の議員構成は以下のとおりです。
（※敬称略）

高校生が
議会事務局の仕事を体験しました！
　７月３日（木）、４日（金）に栃木県立鹿沼商工高等学校の生徒
２名をインターシップ実習生として受け入れました。実習生に
は、委員会音源データの文字起こしや内容確認などの事務を体
験してもらいました。

表紙の写真について

今号は、鹿沼高等学校３年生の
金谷真由子さんの作品です。

　今号から、表紙の写真は高校生による
絵画やイラストを掲載しています。
　次号は鹿沼東高等学校の生徒さんの
作品を掲載予定です。ご期待ください。

(15)　　　　　　　  2025年236号　    　　　　　

議員研修会について

　鹿沼市議会では、議会の監視機能の向上などを目
的に、研修会を開催しています。今回は「特別交付税
制度について」、「会計区分について」、「乳児等通園
支援事業（こども誰でも通園制度）について」をテー
マに、４月14日（月）、鹿沼市役所にて研修会を開催
し、知識を深めました。

　まさか自分の写真が選ばれると思って
いなかったのでとても驚いています。貴
重な経験ができ、私自身、より一層活動
に尽力したいと思いました。このような
機会をくださりありがとうございました。

横尾　武男
委員長

橋本　　修
副委員長

鹿妻　武洋
駒場　久和
梶原　　隆
大貫　桂一
鈴木　　毅
舘野　裕昭
津久井健吉
小島　　実
増渕　靖弘
大島　久幸

委　員

　市議会について知ることができ、とても勉強になりました。議会
では、議員が鹿沼市について深く考えて意見を述べている様子を見
ることができました。
　また、議員の方 と々市役所の方々が市を良くしようとしているのが
伝わってきて、とてもうれしい気持ちになりました。議会は自分が
思っていたよりも身近な存在で、私たちのことを考えてくれているこ
とがわかりました。

聞いたものを文字に起こす
のは思っていたよりも
難しくて、苦戦しました。

議会の見学など、
貴重な体験を
させてもらいました。

◀委員会音源の文字起こし

議場での記念撮影▶
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高
校
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る

　
　 

　題
字
の
揮
ご
う

　自分の書いた文字が掲載
されることを、大変光栄に
思います。
　平仮名と漢字の文字の大き
さや形を意識して書きました。

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページで
ご覧いただくか、または議会事務局までお問い合わせください。（電話63－2203）

議会の日程

19 水 議会運営委員会

22 月 予算決算常任委員会

26
11

水
本会議（第1日）

提出議案の説明

11 木
本会議（第3日）

議案質疑・一般質問

1８ 木
産業建設常任委員会/

予算決算分科会

17 水
教育福祉常任委員会/

予算決算分科会

16 火
総務常任委員会/

予算決算分科会

10 水

議会運営委員会

本会議（第2日）

議案質疑・一般質問

12 金

本会議（第4日）

議案質疑・一般質問

議案等の委員会付託

予算決算常任委員会

月 日 曜 内容

令和７年第５回定例会(予定）

8

20 水 議会運営委員会

17 水 総務常任委員会

18 木 教育福祉常任委員会

19 金 産業建設常任委員会

24 水 決算特別委員会

25 木 決算特別委員会

9

27 水
本会議（第1日）

提出議案の説明

11 木
本会議（第3日）

議案質疑・一般質問

10 水

議会運営委員会

本会議（第2日）

議案質疑・一般質問

12 金

本会議（第4日）

議案質疑・一般質問

議案等の委員会付託

29 月

議会運営委員会

本会議（第5日）

採決

12

24 水

議会運営委員会

本会議（第5日）

採決

月 日 曜 内容

令和７年第４回定例会(予定）

議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp

検 索鹿沼市議会

鹿沼東高等学校2年
　　　　大賀 祐奈さん

議会だよりは、デイジー版（音訳CD）及び点訳版も作

成しています。送付をご希望の方は、議会事務局ま

でご連絡ください。（電話63-2203）

　７月１日及び７月４日に、東大芦地区・南摩地区
にて議会報告会及び意見交換会を開催しました。
意見交換会では、地域住民の皆さんから貴重なご
意見をたくさんいただくことができました。  　
詳しい内容は、次号の「あなたと議会」でご紹介いた
します。

議会報告会・意見交換会を開催しました！　

　市政発展に貢献し
た長年の功績により、
本市の２名の議員が
全国市議会議長会か
ら永年勤続表彰を受
けました。

大島　久幸　議員
議員25年以上特別表彰

小島　実　議員
議員20年以上特別表彰

全国市議会議長会から表彰を受けました！


